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五城目上小阿仁間駅伝

萬巒郷訪問団来村

学校給食甲子園全国大会出場決定

11月号平成27年

No.682

友好の絆は
さらに固く・末永く・実りあるものへと
萬巒郷訪問団が来村しました。

主な内容



２区から３区（萩野　孝広さん） １区（大沢 俊さん）から２区（山田 清美さん）
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上小阿仁村体育協会チーム２位に輝く！

　

10
月
４
日
に
行
わ
れ
た
五
城
目
・
上
小

阿
仁
間
駅
伝
競
走
大
会
で
上
小
阿
仁
村
体

育
協
会
チ
ー
ム
が
14
チ
ー
ム
中
、
見
事
２

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
に
両
町
村
の
親
密
を
深
め
る

と
と
も
に
産
業
、
文
化
の
交
流
発
展
を
願

い
始
ま
っ
た
本
大
会
も
今
年
で
51
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
村
地
域
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
し
全
６
区
間
35
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先

の
五
城
目
体
育
館
前
を
目
指
し
ま
す
。

　

上
小
阿
仁
村
の
チ
ー
ム
が
３
位
以
上
の

入
賞
を
果
た
し
た
の
は
初
で
、
歴
史
に
大

き
く
名
を
刻
み
ま
し
た
。

　

第
１
区
の
タ
ス
キ
を
ト
ッ
プ
で
つ
な
い

だ
大
沢
駿
さ
ん
は
「
後
半
か
ら
徐
々
に

ペ
ー
ス
を
上
げ
て
自
分
の
走
り
が
で
き

た
。
コ
ー
ス
状
況
や
天
候
も
良
く
走
り
や

す
く
、
さ
ら
に
沿
道
の
皆
様
か
ら
の
声
援

で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
声

援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
村
役
場
チ
ー
ム
も
参
加
し
自

分
の
力
を
振
り
絞
り
力
走
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

体
育
協
会
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　　 ４区（上杉　大志さん）から
　　 ５区（平川　利徳さん）

ゴール（田中 孝さん）
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上
小
阿
仁
村
体
育
協
会

　
　
　
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
紹
介

　

１
区
（
６
・
６
㎞
）
大
沢　
　

駿
さ
ん

　

２
区
（
６
・
９
㎞
）
山
田　

清
美
さ
ん

　

３
区
（
６
・
５
㎞
）
萩
野　

孝
広
さ
ん

　

４
区
（
４
・
４
㎞
）
上
杉　

大
志
さ
ん

　

５
区
（
６
・
１
㎞
）
平
川　

利
徳
さ
ん

　

６
区
（
５
・
４
㎞
）
田
中　
　

孝
さ
ん

大
会
結
果

　

１
位　

潟
上
陸
協　

２
時
間
10
分
11
秒

　

２
位　

上
小
阿
仁
村
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
11
分
39
秒

　

３
位　

秋
田
市
仁
井
田
陸
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
12
分
14
秒

　

４
位　

八
幡
平
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
13
分
32
秒

　

５
位　

八
郎
潟
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
16
分
06
秒

　

６
位　

チ
ー
ム
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
17
分
07
秒

　

７
位　

秋
田
Ｌ
Ｓ
Ｄ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
20
分
08
秒

　

８
位　

関
口
ボ
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
28
分
41
秒

　

９
位　

秋
田
県
民
生
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
29
分
22
秒

　

10
位　

五
城
目
町
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
36
分
23
秒

　

11
位　

五
城
目
町
役
場
競
走
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
53
分
42
秒

　

12
位　

上
小
阿
仁
村
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
56
分
58
秒

　

13
位　

北
秋
田
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
58
分
27
秒

　

棄
権　

五
城
目
陸
協

区
間
賞

　

１
区　

大
沢　
　

駿

　
　
　
　
（
上
小
阿
仁
村
体
育
協
会
）

　

２
区　

三
浦　

伸
二
郎

　
　
　
　
（
秋
田
県
民
生
協
会
）

　

３
区　

萩
野　

孝
広　

　
　
　
　
（
上
小
阿
仁
村
体
育
協
会
）

　

４
区　

伊
藤　

晃
章

　
　
　
　
（
五
城
目
陸
協
）

　

５
区　

佐
藤　

清
博

　
　
　
　
（
潟
上
市
陸
協
）

　

６
区　

二
方　

克
明

　
　
　
　
（
五
城
目
陸
協
）

　



4

両
手
を
広
げ
て
歓
迎
し
ま
す
」
と
こ
れ
か

ら
の
関
係
に
つ
い
て
の
意
気
込
み
を
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

歓 迎 来 上小阿仁村
（ようこそ上小阿仁村へ）

　ホエン　　イン　　ライ　　サンシャオアレンツン

　

姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
萬
巒
郷

か
ら
39
名
の
訪
問
団
が
訪
れ
、
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
16
年
以
来
５
回
目
の
訪

村
と
な
り
ま
す
。

　

一
行
は
17
日
に
成
田
空
港
に
到
着
し
、

18
日
に
秋
田
県
入
り
、
19
日
、
秋
田
県
知

事
を
表
敬
訪
問
し
た
あ
と
、
上
小
阿
仁
小

中
学
校
を
訪
れ
、
児
童
生
徒
か
ら
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

　

林
碧
乾
（
リ
ン
ビ
ー
チ
ィ
ェ
ン
）
郷

長
（
萬
巒
郷
の
首
長
）
か
ら
「
上
小
阿
仁

村
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
は
と
て
も
幸
せ

だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
産
業
や
リ

ゾ
ー
ト
の
面
で
勉
強
を
す
る
た
め
に
き
ま

し
た
。
今
回
の
訪
問
は
と
て
も
い
い
機
会

で
、
こ
れ
か
ら
学
校
間
で
の
国
際
交
流
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
た
い

で
す
。
今
度
台
湾
に
も
来
て
く
だ
さ
い
。

萬
巒
郷
と
上
小
阿
仁
村
の

未
来
に
向
け
た
交
流
を

上小阿仁小中学校訪問

知事へのあいさつ 小中学校長と記念品の交換

秋田県知事表敬訪問
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
裏
の
ふ
る
さ
と
公

園
で
は
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

17
時
30
分
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
歓
迎
会
で
小
林
村
長
は
「
上
小

阿
仁
の
特
産
と
台
湾
の
特
産
を
う
ま
く
利

用
し
な
が
ら
経
済
的
な
交
流
も
視
野
に
い

れ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
深
い
関
係
を
築

く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
北
林
孝
雄
様
か
ら
頂
い
た
多
大

な
る
ご
寄
附
に
よ
り
萬
巒
郷
へ
の
研
修
が

で
き
ま
す
事
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

林
郷
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
は

「
１
９
９
９
年
11
月
以
来
の
訪
村
が
で
き

て
と
て
も
光
栄
で
す
。
み
な
さ
ん
の
お
も

て
な
し
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
姉

妹
都
市
提
携
を
し
て
25
年
に
な
り
ま
す
。

両
郷
村
の
関
係
は
永
遠
に
続
い
て
い
き
ま

す
。
村
民
み
な
さ
ま
の
ご
繁
栄
、
ご
健
康

を
祈
願
い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

交
流
会
で
は
大
林
獅
子
踊
り
や
日
本
舞

踊
の
披
露
に
引
き
続
き
カ
ラ
オ
ケ
が
行
わ

れ
、
訪
問
団
の
方
々
は
日
本
語
の
歌
を
歌

い
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。　

　

私
た
ち
は
み
ん
な
一
つ
の
家
族
と
い
う

意
味
を
持
つ
「
我
們
都
是
一
家
人
」
と
い

う
台
湾
の
曲
に
合
わ
せ
て
会
場
全
員
が
手

を
繋
ぎ
踊
り
絆
を
深
め
、
記
憶
に
残
る
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

上小阿仁村と萬巒郷との記念品の交換

記　念　植　樹
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地
元
の
食
材
を
利
用
し
、
そ
の
お
い
し

さ
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
競
う
「
全
国
学

校
給
食
甲
子
園
」
に
お
い
て
上
小
阿
仁
村

学
校
給
食
調
理
場
で
考
案
し
た
献
立
が
全

国
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
学
校
給
食
甲
子
園
は
各
地
区
予

選
に
全
国
か
ら
２
、０
５
４
の
学
校
給
食

施
設
が
参
加
し
、
そ
の
中
か
ら
全
国
大
会

に
出
場
す
る
12
施
設
に
本
校
の
給
食
が
選

考
の
結
果
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

献
立
を
考
案
し
た
細
田
智
子
栄
養
教
諭

は
「
学
校
給
食
調
理
場
も
新
し
く
な
り
最

新
調
理
機
器
の
導
入
で
調
理
の
幅
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
村
は
様
々
な
食
材
が
あ
る
た

め
、
そ
の
食
材
を
詰
め
込
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー

に
し
ま
し
た
。
全
国
の
舞
台
で
は
上
小
阿

仁
村
産
の
食
材
の
お
い
し
さ
を
全
国
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
し
ま
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

12
月
５
・
６
日
に
都
内
で
行
わ
れ
る
大

会
は
、
制
限
時
間
内
で
６
食
分
の
調
理
と

片
づ
け
ま
で
の
工
程
が
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

調
理
員
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
に
向
け

た
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
上
小
阿
仁
の
給
食
の
良
さ
を

出
し
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
応
募
メ
ニ
ュ
ー

　

・
地
鶏
の
二
色
そ
ぼ
ろ
ご
は
ん

　

・
上
小
阿
仁
村
野
菜
の

　
　
　

味
噌
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き

　

・
み
ず
の
ナ
ム
ル

　

・
稲
庭
う
ど
ん
と
舞
茸
の
す
ま
し
汁

　

・
ほ
お
ず
き
ミ
ル
ク
プ
リ
ン

　

９
月
18
日
、
健
康
増
進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上
小
阿
仁
村
敬
老

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
75
歳
以
上
の
対
象
者
は
男
性

２
７
９
人
、
女
性
５
１
４
人
、
金
婚
（
結

婚
50
年
の
ご
夫
婦
）
12
組
で
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
保
育
園
児
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
遊
戯
や
村
内
舞
踊
グ

ル
ー
プ
ら
に
よ
る
演
舞
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
ご
自
愛
さ
れ
ま
し

て
長
寿
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

写
真
3

　

10
月
３
日
、
沖
田
面
公
民
館
に
お
い
て

沖
田
面
部
落
誕
生
４
０
０
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
、
沖
田
面
地
区
の
た

め
に
ご
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
へ
の
表

彰
や
菅
原
幹
雄
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
沖
田
面
盆
踊
り
を
踊
り
祝

い
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
に
は
地
区
住
民
や
役
員
、
沖

田
面
地
区
に
住
む
中
学
生
が
ブ
ナ
３
０
０

本
、
山
桜
20
本
を
杉
風
荘
近
く
の
山
林
に

記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。

地
元
食
材
を
活
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
で
全
国
の
舞
台
へ

長
寿
の
お
祝
い

　
上
小
阿
仁
村
敬
老
会

「
沖
田
面
」誕
生

　
　
　
　
　
４
０
０
年

村長への報告
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10
月
17
日
、
18
日
の
両
日
、
健
康
増
進

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
産
業

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
丹
精
込
め
て
生
産
さ
れ
た

農
作
物
の
ほ
か
、
特
産
品
を
活
用
し
た
ア

イ
デ
ィ
ア
料
理
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
個

人
生
産
者
の
工
芸
品
や
鷹
巣
技
術
専
門
学

校
が
出
店
し
た
木
の
カ
ブ
ト
ム
シ
は
訪
れ

た
子
供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
あ

き
た
北
央
の
特
売
会
が
実
施
さ
れ
、
会
場

に
は
多
く
の
村
内
外
の
方
が
訪
れ
賑
わ
い

ま
し
た
。

実
り
の
秋
・
自
慢
の
野
菜
・
料
理

　
第
38
回
　
上
小
阿
仁
村
産
業
祭

上
小
阿
仁
村
産
業
祭
受
賞
者

◆
上
小
阿
仁
村
長
賞

　
優
秀
賞

　
　

夏
ち
ゃ
ん
マ
ー
ラ
ー
カ
オ

　
　
　

小　

林　

和　

子
（
下
五
反
沢
）

　
優
良
賞

　
　

あ
さ
つ
き
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
も
ど
き

　
　
　

佐　

藤　

厚　

子
（
沖
田
面
）

　
考
案
賞

　
　

フ
ル
ー
ツ
ホ
オ
ズ
キ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
　
　

高　

橋　

鏡　

子
（
沖
田
面
）

　
努
力
賞

　
　

ほ
お
ず
き
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
　
　

齊　

藤　

千　

晶
（
上
仏
社
）

　
奨
励
賞

　
　

交
通
安
全
お
守
り

　
　
　

小　

林　

テ　

ル
（
大
林
）

◆
上
小
阿
仁
村
議
会
議
長
賞

　
優
秀
賞

　
　

ほ
お
ず
き
ク
ラ
ク
テ
ー

　
　
　

小　

林　

和　

子
（
小
田
瀬
）

◆
あ
き
た
北
央
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
優
秀
賞

　
　

エ
ゴ
マ
ロ
ー
ル
巻
き

　
　
　

浅　

野　

テ
ツ
ヱ
（
小
沢
田
）

　
優
良
賞

　
　

エ
ゴ
マ
寒
天

　
　
　

田　

中　

ユ
リ
子
（
小
沢
田
）

◆
上
小
阿
仁
村
商
工
会
長
賞

　
優
秀
賞

　
　

猫
の
親
子

　
　
　

久
保
市　

芳
雄
（
沖
田
面
）

　
優
良
賞

　
　

植
木
鉢

　
　
　

畠　

山　

耕　

一
（
大
林
）

◆
上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
　
教
育
長
賞

　
優
秀
賞

　
　

三
角
ス
ト
ー
ル

　
　
　

金　

ひ　

で　

子
（
大
林
）

◆
上
小
阿
仁
村
農
業
委
員
会
長
賞

　
優
秀
賞

　
　

あ
ず
き
と
カ
ボ
チ
ャ
の
巻
料
理

　
　
　

清　

水　

敦　

子
（
大
海
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
27
年
11
月
１
日
発
令

◯
総
務
課

　
　

課　

長　
　

小　

林　

博　

隆

　
　
　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）　

　
　

係　

長　

総
務
財
政
班
班
長

　
　
　
　
　
　
　

大　

沢　

陽　

一

　
　
　
（
総
務
課
係
長
）　

　
　

主　

任　
　

福　

田　

佳　

子　

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
主
任
）　

◯
住
民
福
祉
課

　
　

課
長
補
佐　

税
務
保
険
班
班
長

　
　
　
　
　
　
　

大　

沢　

誠　

子

　
　
　
（
総
務
課
課
長
補
佐

総
務
財
政
班
班
長
）　

　
　

係　

長　
　

小　

林　

逸　

人

　
　
　
（
住
民
福
祉
課
係
長

税
務
保
険
班
班
長
）　

◯
国
保
診
療
所

　
　

係　

長　
　

齊　

藤　

青　

美

　
　
　
（
杉
風
荘
係
長
）　

　
　

主　

任　
　

田　

中　

陽　

子

　
　
　
（
杉
風
荘
主
任
）　

◯
杉
風
荘

　
　

係　

長　
　

小
笠
原　

文　

子

　
　
　
（
診
療
所
係
長
）　

　
　

主　

査　
　

佐　

藤　

留
美
子　
　

　
　
　
（
診
療
所
主
査
）　

◯
教
育
委
員
会

　
　

主
幹
兼　
　

　
　

事
務
局
長　

小　

林　
　
　

隆

　
　
　
（
主
幹
兼
総
務
課
課
長
）　

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ
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松
浦
　
有
香
　

・
平
成
27
年
２
月
１
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会　
　
　
　
　

　
　

６
年
女
子　

距
離　

第
１
位

〈
栄
光
賞
〉

　
　
個
人

萩
野
　
真
紀
（
堂
川
）

・
平
成
26
年
11
月
１
日

　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

　
　

中
学
校
女
子　

１
５
０
０
ｍ　

第
７
位

・
平
成
26
年
11
月
８
日

　
東
北
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会（
鷹
巣
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　

優　

勝

・
平
成
27
年
７
月
20
日

　

秋
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　
　
　

　

陸
上
競
技　

　
　
女
子
2・３
年　

１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

・
平
成
27
年
７
月
25
日

　

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

　

秋
田
県
大
会　
　

 

　
　

共
通
女
子　

１
５
０
０
ｍ　

第
１
位

・
平
成
27
年
７
月
26
日

　

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

　

秋
田
県
大
会　

  

　
　
　

共
通
女
子　

８
０
０
ｍ　

第
３
位

・
平
成
27
年
９
月
20
日

　

全
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会（
鷹
巣
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　

優　

勝

上
平
　
晃
也
（
沖
田
面
）

・
平
成
27
年
９
月
27
日

　

秋
田
県
中
学
校
秋
季
陸
上
競
技
大
会　

　
　

２
年
男
子

　
　

１
５
０
０
ｍ　

 
第
１
位

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◯
生
涯
学
習
週
間
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
小
学
校
の
部

　
　

特
選

　
　
　

鈴
木
　
心
渚
　
　
　（
小
１
年
）

　
　
　
武
石
　
彰
太
　
　
　（
〃
２
年
）

　
　
　
齊
藤
　
愛
唯
　
　
　（
〃
３
年
）

　
　
　
齊
藤
　
優
來
　
　
　（
〃
４
年
）

　
　
　
山
田
　
礼
　
　
　
　（
〃
５
年
）

　
　
　
入
江
　
花
菜
　
　
　（
〃
６
年
）

　

中
学
校
の
部

　
　
特
選

　
　
　
齊
藤
　
愛
華
　
　
　（
中
１
年
）

　
　
　
小
林
　
胡
桃
　
　
　（
〃
２
年
）

　
　
　
田
中
　
未
優
菜
　
　（
〃
３
年
）

◯
上
小
阿
仁
村
ス
ポ
ー
ツ
賞

〈
奨
励
賞
〉

　
　
個
人

田
中
　
透
心
（
小
沢
田
）

・
平
成
27
年
２
月
１
日

　

北
秋
田
学
童
ス
キ
ー
大
会

　
　

６
年
男
子　

大
回
転　
　

第
１
位

・
平
成
27
年
３
月
１
日

　

大
館
北
秋
田
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会　
　

　
　

６
年
男
子　

回
転　
　
　

第
１
位

田
中
　
心
菜
（
小
沢
田
）

・
平
成
27
年
３
月
１
日　

　

大
館
北
秋
田
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会　
　

　
　
　

１
・
２
年
女
子　

回
転    

第
１
位

村
田
　
輝
昭

・
平
成
27
年
１
月
７
日

　

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
２
部

　
　

ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　

第
２
位

・
平
成
27
年
２
月
25
日

　

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
２
部

　
　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
３
位

・
平
成
27
年
２
月
28
日

　

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　

男
子
２
部

　
　

ス
ラ
ロ
ー
ム　
　
　
　
　
　

第
２
位

　
団
体

　
　
上
小
阿
仁
村
チ
ー
ム

　
　
　

中
田　

優
希
（
沖
田
面
）

　
　
　

村
田　

涼
太
（
沖
田
面
）

　
　
　

山
田　

岬
季
（
小
沢
田
）

　
　
　

北
林　

唯
歩
（
福　

舘
）

　
　
　

北
郷
美
沙
希
（
沖
田
面
）

　
　
　

田
中
未
優
菜
（
小
沢
田
）

　
　
　

大
沢　
　

駿
（
小
沢
田
）

　
　
　

安
藤　
　

瞳
（
沖
田
面
）

　
　
　

山
田　

清
美
（
沖
田
面
）

　
　
　

山
田
慶
太
郎
（
小
沢
田
）

　
　
　

北
林　

瞭
汰
（
沖
田
面
）

　
　
　

萩
野　

孝
広
（
堂　

川
）

　
　
　

萩
野　

真
理
（
堂　

川
）　

　
　
　

畠
山　

太
伸
（
小
沢
田
）

・
平
成
27
年
９
月
13
日

　

秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ

き
た
ラ
ン
！

　
　

村
の
部　

優
勝

　

10
月
18
日
、
第
40
回
上
小
阿
仁
村
生
涯

学
習
週
間
学
習
発
表
会
が
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
に
よ

る
合
唱
で
幕
を
開
け
、
11
団
体
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
か
み
こ
あ

に
保
育
園
児
に
よ
る
遊
戯
「
よ
っ
ち
ょ

れ
」
で
は
か
わ
い
ら
し
い
園
児
た
ち
が
一

生
懸
命
踊
る
姿
に
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら

れ
ま
し
た
。

【
出
演
団
体
】
発
表
順

　

上
小
阿
仁
小
中
学
校
、
ク
ロ
ー
バ
ー
教

室
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
、
鏡
芳
会
、
鏡

栄
会
、
再
起
ク
ラ
ブ
、
総
合
型
ク
ラ
ブ

「
ス
マ
イ
ル
」、
鼓
響
、
ハ
ラ
ウ
フ
ラ
・
ハ

ク
・
レ
イ
、
上
小
阿
仁
鳳
扇
会
、
貴
鏡

会
、
コ
ー
ル
わ
か
ば

日
頃
の
練
習
の
成
果
を

　
生
涯
学
習
週
間
事
業

生
涯
学
習
週
間「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

上
小
阿
仁
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た

鼓　　響



資格を取りたい方を応援します

●各問い合わせ・申請書等資料の請求先
上小阿仁村 産業課 林務商工班　☎７７−２２２３

元気な個人事業者を応援します

仕事に役立つ資格の取得に必要な経費の2分の１（１人最大１０万円）を補助します。

【対　象　者】村に住所を有する満 15 歳以上 60 歳未満の、就職活動をしている又は現在働
いている方で、引き続き村内に居住する意思のある方。ただし、学生や、村税
等村に対する納付金に未納がある方は除きます。

【対象資格】国家資格、公的資格若しくは民間資格で就業につながる資格。ただし、普通自
動車第一種免許、原付免許を含む二輪免許は除きます。資格の種類等、詳細は
お問い合わせください。

【対象経費】資格取得のための受験料、受講料
【申請期限】平成 28 年 3 月 31 日まで。ただし、資格を取得した日の翌日から
　　　　　　３か月以内であること。
【手　続　き】補助金交付申請書に下記の書類を添えて産業課林務商工班へ提出
　　　　　　・受験料等の支払額が証明できる書類（領収書等）の写し
　　　　　　・資格の名称や認定者、合格したことが証明できる書類の写し
　　　　　　・運転免許証等身分を証明できる書類の写し

　村の特産品等の開発、販路開拓等の取組に必要な経費の3分の2（1人最大10万円
×3事業）を補助します

【対　象　者】村に住所又は事業拠点を有する個人事業者、農家、林家及びグループ
【対象事業・経費】①物産等開発事業（特産品等の開発に要する経費）
　　　　　　②見本市等開催事業（見本市等の開催に要する経費）
　　　　　　　※ 見本市等＝見本市、展示会、商談会の他これに類似するもの
　　　　　　③見本市等への出展事業（見本市等への出展に要する経費）
　　　　　　④チラシ・パンフレット作成・配布事業（特産品等や事業所のチラシ・パンフ

　レットの作成、配布に要する経費）
　　　　　　⑤インターネットホームページの作成、開設事業（ホームページ・ショップ　

　ページの作成や、プロバイダとの契約に要する経費）
　　　　　　⑥新聞、雑誌等を活用した宣伝広告事業（特産品等の宣伝に要する経費）
　　　　　　⑦物産等の包装資材等（特産品等や事業所のイメージアップに要する経費）
　　　　　　⑧知的財産権の登録、取得事業（特産品等の知的財産権の取得に要する経費）
　　　　　　　※ 特産品等とは、村内で生産された農林水産物、対象者が開発・製造した

　　加工食品、木工品、器具類等の商品のことを言います
　　　　　　　※ 対象経費は事業により異なります。詳細はお問い合わせください
【事業実施期間】平成 28 年 3 月 31 日まで
【手　続　き】平補助金交付申請書に下記の書類を添えて産業課林務商工班へ提出
　　　　　　・事業計画書　

〜上小阿仁村資格取得支援事業〜

〜上小阿仁村個人事業者支援事業〜

9
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類似団体内順位…1/78　全国平均…51.0　秋田県平均…84.1

類似団体内順位…25/78　全国平均…8.6　秋田県平均…12.5

類似団体内順位…15/78　全国平均…6.96　秋田県平均…9.08

将来負担の状況

公債費負担の状況

定員管理の状況

給与水準（国との比較）

将来負担比率の分析欄
償還終了と新規事業の抑制による地方債現在高の減
少、充当可能基金の増加により前年度同様に比率がな
しとなった。
　今後も地方債の発行を伴う事業については、後年度
負担が集中しないよう計画的な事業実施に努める。

実質公債費比率の分析欄
　これまで類似団体平均を上回っていたが、２３年度
以降下回り、平成２４年度の８．１％に対して、平成２
５年度は６．５％と１．６ポイント改善している。これ
は償還終了と新規事業の抑制による地方債現在高の
減少等によるものである。平成２０年度が償還のピー
クであったが、今後は新規事業等による地方債の発行
もあることから同程度で推移していくと見込んでい
る。

人口千人当たり職員数の分析欄
　類似団体平均を下回ってはいるが、全国平均及び秋
田県平均と比較すると高い水準になっている。主な要
因は、退職者と同数の新規職員を採用したことであ
る。
　まちづくり（自立）計画では、平成１５年度から平成
２５年度までに約３３％（３４人）の削減目標を定めて
きた。今後も職員数の適正化を図るための計画作成
が必要と考えている。

類似団体内順位…33/78　全国平均…98.6　秋田県平均…95.6

ラスパイレス指数の分析欄
　類似団体平均と比較すると、僅かながら下回ってい
る。これは中途採用者が多いことや、前歴換算率が低
いことが要因である。引き続き給与水準の適正化に努
める。



11

平成25年度　秋田県上小阿仁村平成25年度　秋田県上小阿仁村平成25年度　秋田県上小阿仁村
市町村財政比較分析表(普通会計決算)

人 口
う ち 日 本 人
面 積
歳 入 総 額
歳 出 総 額
実 質 収 支
標 準 財 政 規 模
地 方 債 現 在 高

2,666
2,644
256.82

2,512,449
2,423,337
82,321

1,835,489
2,260,878

人(H26.1.1現在)
人(H26.1.1現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円
千円
千円

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率
市町村類型　H21 Ⅰ－１ H22 Ⅰ－１ H23 Ⅰ－2  
(年　度　毎)　H24 Ⅰ－２ H25 Ⅰ－２

ー％
ー％
6.5％
ー％

※市町村類型とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類したものである。当該団体と同じグループに属する団体を類似団体と言う。
※平成26年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく実質公債費比率及び将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。
※充当可能財源等が将来負担額を上回っている団体については、将来負担比率のグラフを表記しない。
※類似団体内平均値は、充当可能財源等が将来負担額を上回っている団体を含めた加重平均であるため、最小値を下回ることがある。
※「人件費・物件費等の状況」の決算額は、人件費、物件費及び維持補修費の合計である。 ただし、人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。
※住民基本台帳関係年報の調査基準日変更に伴い、平成25年度の住民基本台帳人口については、平成26年1月1日現在の住民基本台帳に登載されている人口を記載している。

類似団体内順位…61/78　全国平均…0.49　秋田県平均…0.29

類似団体内順位…31/78　全国平均…90.2　秋田県平均…87.3

類似団体内順位…20/78　全国平均…116,288　秋田県平均…143,939

財　政　力
財政力指数の分析欄

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の状況

　人口の減少や、全県一の高齢化率（平成２６年１月
現在４５．５７％「住民基本台帳による」）に加え、村の
基幹産業である農林業の不振により、地方税の決算
構成率が６．９％と財政基盤が弱く、財源の多くを地
方交付税に依存しており、類似団体平均と比較しても
低い数値となっている。まちづくり（自立）計画により、
退職者数以下の補充に留めてきたことに加え、経常的
物件費については歳入に見合った抑制・スリム化を
図り、財政の健全化を図る。

経常収支比率の分析欄
　平成２４年度の８１．８％に対し、平成２５年度は８
１．０％と０．８ポイント好転しているものの、類似団
体平均と比較すると依然として高い数値となってい
る。主な要因は、退職者数以下の補充に留め人件費が
減少しているものの、電算共同化による一部事務組合
負担金の増や物件費、維持補修費等の支出が依然と
して高いことである。
　今後も物件費等経常経費の削減、収入間伐事業の
推進等による自主財源の確保、職員数の適正化に努
め、財政の健全化を図る。

人口1人当たり人件費・物件費等決算額の分析欄
類似団体平均と比較すると低い数値であるが、人件費
において人口１，０００人当たりの職員数が１５．７５
人と、全国平均及び秋田県平均と比較して高い水準で
ある。物件費では、電算共同化による業務効率化のた
めのコンピュータ関連経費が増加しているものの、備
品購入費等の節減により全体では僅かながら減少し
ている。
　今後は国の新たな制度等によりコンピュータ関連
経費の増加が予想されるが、職員数の適正化や指定
管理者制度の導入等により、コスト削減に努め、更な
る改善を図る。

当該団体値

類似団体内平均値

類似団体内の
 最大値及び最小値



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

　す
べ
て
の
業
務
を
停
止
い
た
し
ま

す
。　た

だ
し
、
新
聞
の
当
日
号
の
み
、

ホ
ー
ル
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

＊
閲
覧
時
間
＝
午
前
９
時〜

午
後
５
時

◎
蔵
書
点
検
と
は
、村
民
の
皆
さ
ま

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
蔵
書
が
無
く

な
っ
て
い
な
い
か
、
実
際
に
あ
る
場

所
と
デ
ー
タ
が
正
し
く
一
致
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
点
検
し
ま
す
。

《
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
機
械
を

持
っ
て
書
棚
に
あ
る
一
冊
ず
つ
を
な

ぞ
っ
て
い
き
ま
す
。》

　ま
た
、
増
加
す
る
蔵
書
を
上
手
く

管
理
す
る
た
め
、
書
棚
の
移
動
な
ど
、

日
常
で
は
出
来
な
い
作
業
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　午
前
９
時
30
分
〜

（
11
月
24
日
は
お
休
み
）

　毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

（
11
月
26
日
は
お
休
み
）

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　11
月
11
日
・
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜 

■
会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

　第
40
回
生
涯
学
習
週
間
事
業
が
10
月

13
日
〜
18
日
の
期
間
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　18
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
学
習
発

表
会
の
写
真
の
一
部
を
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　今
月
広
報
の
別
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　こ
の
事
業
へ
ご
参
加
・
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
、
紙
面
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

生
涯
学
習
週
間
事
業

盛
会
裏
に
終
了

生
涯
学
習
週
間
事
業

盛
会
裏
に
終
了

体
育
の
日
記
念
行
事

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

【
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
で
の
様
子
】

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お
知
ら
せ

　今
年
で
第
30
回
と
な
る
全
村
綱
引
大
会

を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　多
数
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日
は
多

く
の
皆
様
に
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　今
年
は
保
育
園
の
部
も
設
け
ま
す
の
で

園
児
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
と
　
き

　11
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　受

　付

　午
後
６
時
20
分
〜

　
　
　
　
　開
会
式

　午
後
６
時
45
分

※

希
望
者
に
よ
る
綱
引
教
室
を
19
日（
木
）

午
後
７
時
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

■
場
　
所

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
種
　
目

　一
般
男
子
・
一
般
女
子

　
　
　
　
　一
般
混
合
・
小
中
学
生
の
部

　
　
　
　
　保
育
園
の
部

■
参
加
料

　１
チ
ー
ム

　１
、
０
０
０
円

　（小
中
学
生
・
保
育
園
の
部
は
無
料
）

■
申
　
込

　11
月
13
日
（
金
）
午
後
５
時

　
　
　
　
　ま
で
に
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　へ
申
込
書
を
提
出

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　☎（
60
）
９
０
０
０

　
☆
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
■
日
　
時

　平
成
27
年
12
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　13
時
30
分
〜
15
時
頃
ま
で

（
受
付

　13
時
〜
）
　

■
場
　
所

　保
健
セ
ン
タ
ー

　ホ
ー
ル

■
内
　
容

　お
菓
子
作
り

　
　
　
　
　絵
本
読
み
聞
か
せ

○
詳
細
や
申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
後
日
保

育
園
や
学
校
に
チ
ラ
シ
で
配
布
す
る
予
定

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　☎（
60
）
９
０
０
０

　

　10
月
12
日（
月
）体
育
の
日
に
あ
わ
せ
て
、

記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　午
前
中
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
、
卓

球
バ
レ
ー
、
午
後
は
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
で
は
参
加
者

が
小
沢
田
・
福
舘
地
区
に
設
置
さ
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、

頭
と
体
を
動
か
す
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
優
　
勝

　大

　沢

　義

　明 

さ
ん
（
沖
田
面
）

　
準
優
勝

　齊

　藤

　幸

　治 

さ
ん
（
沖
田
面
）

　
第
３
位

　石

　川

　辰

　男 

さ
ん
（
中
五
反
沢
）

山

　田

　え
み
子 

さ
ん
（
沖
田
面
）

♪

♪

♪

♪

♪

↓大型絵本の展示

去る10月17日図書館リサ
イクルデーでの様子です。

ペットボトルを利用
して、スノードームを
作りました。

↑雑誌リサイクル

←キラキラモールを
　はさみで細かく切
　りました。

↑だれでも工作→

友生園の東屋で一休み

全
村
綱
引
大
会

第
30
回

　
11
月
９
日（
月
）〜
15
日（
日
）は
、

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
い
た
し

ま
す
。

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

ス
マ
イ
ル
会
長
杯

　卓
球
交
流
大
会

　11
月
17
日
（
火
）

　
　午
前
９
時
〜

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
交
流
大
会

　12
月
２
日
（
水
）

　
　午
後
６
時
30
分
〜

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

　こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託
活

動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

　

蔵
書
点
検
に
伴
う

休
館
の
お
知
ら
せ

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

　11
月
23
日（
月
）
勤
労
感
謝
の
日

　

祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ほら、きれいでしょ？！

12




